
 

 

  

○開催目的  

名古屋駅地区街づくり協議会は、平成 30 年 3 月で 10 年目を迎えました。活動エリアである名古屋駅地区

は 2027 年のリニア中央新幹線開通によりスーパーターミナル拠点として注目されており、あわせて名古屋駅前

の再整備による、都心の新たな空間創出が見込まれているため、当協議会でもどのような場所であるべきか意

見交換を進めております。 

このような中、今回の講演では、地形学や自然災害などを研究される海津正倫様をお招きし、「名古屋圏の

地形形成過程や名古屋駅の地理学的な観点からの災害に対する特質」などについてご講演をいただきます。 

 

○開催概要  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日    時  ： 平成３０年４月１９日（木） 1６：００～１７：３０ 

場    所  ： ミッドランドホール（ミッドランドスクエア５階） 

講    師  ： 海津正倫 氏（名古屋大学名誉教授） 

講演内容  ： 濃尾平野の地形環境と自然災害  

○連  絡  先  ：  名古屋駅地区街づくり協議会  事務局   

        TEL   ： 052-527-8601    FAX   ： 052-584-7117 

E-mail ： office@nagoyaeki.org 

街づくり講演会のご案内  （平成３０年 4 月 19 日） 

 

【プロフィール】 

東京都出身。地理学者。専門は、自然地理学・ 

地形学・第四紀学・古環境変動研究・自然災害研究。 

沖積平野や海岸平野について土地の生い立ちや性質、

人々の生活環境や自然災害などに関する研究を進めて

いる。研究対象地域は国内のほか東南アジアのデルタや

海岸平野など世界各地に及んでいる。 

著書に『沖積低地の地形環境学』2012 年・古今書院  

など。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E5%9C%B0%E7%90%86%E5%AD%A6%E8%80%85

